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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 230,705 12.7 12,893 17.7 12,801 18.0 6,827 4.8
26年3月期第3四半期 204,621 9.2 10,952 8.6 10,852 9.1 6,515 8.9

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 7,030百万円 （6.4％） 26年3月期第3四半期 6,607百万円 （9.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 351.66 ―
26年3月期第3四半期 335.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第3四半期 135,320 60,887 44.7 3,113.21
26年3月期 126,612 55,146 43.2 2,819.75
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 60,440百万円 26年3月期 54,743百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 28.50 ― 31.50 60.00
27年3月期 ― 30.00 ―
27年3月期（予想） 30.00 60.00

3. 平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 300,000 9.4 12,800 6.7 12,600 6.4 7,480 5.2 385.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P.3「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対するレ
ビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１.当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 20,006,861 株 26年3月期 20,006,861 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 592,551 株 26年3月期 592,444 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 19,414,371 株 26年3月期3Q 19,414,577 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間につきましては、第７次中期経営計画の最終年度として「豊かで楽しい食生活提案型

スーパーマーケット」の更なる充実を図るため、「チェーンとして明らかに差をつける」をメインテーマに掲げ、

「ミールソリューションの充実」と「価格コンシャスの強化」による商圏内シェアの拡大に取組んでまいりました。

セグメント別の業績は次のとおりです。

(注)「ミールソリューション」とは、お客さまの毎日の食事の献立の提案や料理のアドバイスなど食事に関す

る問題の解決のお手伝いをすること。

「価格コンシャス」とは、お客さまが買い易い値段、値頃（ねごろ）を常に意識して価格設定を行なうこ

と。

　

〔スーパーマーケット事業〕

販売面につきましては、「ヤングファミリー層」（子育て世代）のお客さまの支持拡大を図るべく、ＥＤＬＰ（常

時低価格販売）政策を展開するとともに、消費税増税後の４月からは、「いい値！なっ得！」などの新しい販促企画

も開始し、今まで以上に価格対応を強化いたしました。また、ターゲットを明確にした販促企画の充実など、ＦＳ

Ｐ（フリークエントショッパーズプログラム）を活用した各種マーケティング施策を展開しました結果、既存店の

売上高は増加いたしました。

商品面につきましては、「Ｙｅｓ！ＹＡＯＫＯ」（当社独自のプライベートブランド）と「ｓｔａｒ ｓｅｌｅｃ

ｔ」（株式会社ライフコーポレーションとの共同開発プライベートブランド）の商品開発に注力しました。また、埼

玉県東松山市に「デリカ・生鮮センター」を開設、６月16日より稼働いたしました。なお、当社は、12月８日開催

の取締役会において、平成27年４月１日付で株式会社三味（デリカ部門を運営する連結子会社）を吸収合併（簡易

合併・略式合併）することを決議いたしました。今後は、生鮮部門とデリカ部門の連携強化にもより一層取組んで

いく計画です。

店舗の運営につきましては、モデル店舗での取組みを「横展開」することで、全店での生産性向上に努めるとと

もに、システム導入による作業負担軽減の取組みにも注力いたしました。電気料金の値上げに対しては、前期に引

き続き電力使用量の抑制に全店で取組むほか、各種経費削減にも取組んでおります。

店舗につきましては、５月にミノリア稲毛海岸店（千葉県千葉市）、６月に秦野店（神奈川県秦野市）、相模原光

が丘店（神奈川県相模原市）、７月に鴻巣免許センター前店（埼玉県鴻巣市）、11月にララガーデン春日部店（埼玉

県春日部市）、八潮店（埼玉県八潮市）、12月に志木本町店（埼玉県志木市）の７店舗を開設いたしました（平成26

年12月末現在140店舗）。また、既存店６店舗の改装を行ないました。オープンから10周年を迎えたショッピングセ

ンター「ワカバウォーク」につきましては、当社店舗のみならずショッピングセンター施設全体の改装も実施いた

しました。

上記の結果、当第３四半期連結累計期間におけるスーパーマーケット事業の営業収益は222,600百万円（前年同期

比13.1％増）、営業利益は12,313百万円（同19.2％増）となりました。

(注)「ＦＳＰ（フリークエントショッパーズプログラム）」とは、ロイヤルカスタマーの維持拡大を図るための

販売促進に関するマーケティング政策のことで、ポイントカード等でお客さまの購買データを分析して、

個々のお客さまに最も適した商品・サービスを提供すること。

〔調剤薬局事業〕

株式会社日本アポックにつきましては、既存店が引き続き順調に推移した結果、調剤薬局事業の営業収益は8,113

百万円（前年同期比3.4％増）となりましたが、４月からの診療報酬・調剤報酬及び薬価改定等の影響を受け、営業

利益は579百万円（同6.5％減）となりました（平成26年12月末現在40店舗）。

なお、当社は、12月８日開催の取締役会において、平成27年３月下旬（予定）に、アルフレッサ ホールディング

ス株式会社に対して、株式会社日本アポックの株式の一部を譲渡することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結

いたしました。本株式譲渡の実施に伴い、株式会社日本アポックは、当社の連結子会社から除外され、持分法適用

会社となります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの営業収益は230,705百万円（前年同期比12.7％増）、営

業利益は12,893百万円（同17.7％増）、経常利益は12,801百万円（同18.0％増）、四半期純利益は6,827百万円（同

4.8％増）となりました。
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（２）連結財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ8,707百万円増加し、135,320百万円となりま

した。これは主に、新規出店に係る投資により有形固定資産等が増加したためです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ2,966百万円増加し、74,432百万円となりまし

た。これは主に、短期借入金、未払法人税等が減少したものの、買掛金が増加したためです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ5,741百万円増加し、60,887百万円となりまし

た。これは主に、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したためです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年11月５日に公表いたしました業績予想に変更はありま

せん。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第

１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に

基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率へ変更

いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が121百万円増加し、利益剰余金が77百万円減

少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,089 8,577

売掛金 3,424 4,406

商品及び製品 5,194 6,543

原材料及び貯蔵品 261 368

繰延税金資産 1,502 554

その他 5,957 6,821

流動資産合計 25,430 27,273

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 35,553 40,934

土地 34,846 33,891

その他（純額） 10,309 12,078

有形固定資産合計 80,709 86,904

無形固定資産 2,906 3,112

投資その他の資産

繰延税金資産 1,903 1,996

差入保証金 13,092 13,288

その他 2,571 2,744

投資その他の資産合計 17,566 18,029

固定資産合計 101,182 108,046

資産合計 126,612 135,320
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 17,458 22,946

短期借入金 1,700 －

1年内返済予定の長期借入金 6,724 6,787

未払費用 6,495 7,177

未払法人税等 2,937 1,375

賞与引当金 2,090 1,093

商品券回収損引当金 23 24

ポイント引当金 901 529

その他 3,212 4,334

流動負債合計 41,544 44,267

固定負債

長期借入金 15,922 16,195

再評価に係る繰延税金負債 46 46

役員退職慰労引当金 536 564

退職給付に係る負債 2,488 2,643

資産除去債務 2,303 2,704

預り保証金 5,472 5,370

その他 3,152 2,640

固定負債合計 29,922 30,164

負債合計 71,466 74,432

純資産の部

株主資本

資本金 4,199 4,199

資本剰余金 3,606 3,606

利益剰余金 54,062 59,619

自己株式 △1,386 △1,387

株主資本合計 60,483 66,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 94 158

土地再評価差額金 △5,007 △5,008

退職給付に係る調整累計額 △826 △748

その他の包括利益累計額合計 △5,739 △5,597

少数株主持分 402 446

純資産合計 55,146 60,887

負債純資産合計 126,612 135,320
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 195,545 220,214

売上原価 140,009 157,530

売上総利益 55,535 62,684

営業収入 9,076 10,491

営業総利益 64,612 73,175

販売費及び一般管理費 53,659 60,282

営業利益 10,952 12,893

営業外収益

受取利息 92 81

受取配当金 5 6

その他 63 59

営業外収益合計 161 148

営業外費用

支払利息 244 224

その他 16 15

営業外費用合計 261 239

経常利益 10,852 12,801

特別利益

固定資産売却益 50 2

賃貸借契約違約金収入 － 1

特別利益合計 50 4

特別損失

固定資産売却損 － 1,326

固定資産除却損 20 135

その他 － 2

特別損失合計 20 1,464

税金等調整前四半期純利益 10,881 11,341

法人税、住民税及び事業税 3,822 3,624

法人税等調整額 481 828

法人税等合計 4,304 4,453

少数株主損益調整前四半期純利益 6,577 6,887

少数株主利益 61 60

四半期純利益 6,515 6,827
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,577 6,887

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 30 63

退職給付に係る調整額 － 78

その他の包括利益合計 30 142

四半期包括利益 6,607 7,030

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,545 6,969

少数株主に係る四半期包括利益 61 60
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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